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研究段階におけるゲノム編集技術の利用により得られた生物の使用等に関

する確認結果 

 

令 和 ８ 年 ３ 月 2 3 日 

文部科学省研究振興局 

生命倫理・安全対策室 

 

１．概要  

 文部科学省研究振興局生命倫理・安全対策室は、国立大学法人大阪大学

より提出のあった「研究段階におけるゲノム編集技術の利用により得られ

た生物の使用等に係る留意事項について（通知）」（令和元年６月 13 日付け

元受文科振第 100 号文部科学省研究振興局長通知）に基づく実験計画報告

書の案について、令和８年３月 18 日に学識経験者から意見を聞き 1、遺伝

子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律に

おける遺伝子組換え生物等に該当しないこと、実験計画報告書の案のとお

り使用等した場合に生物多様性影響が生ずる可能性等について適切な記載

となっていることを確認した。 

 

２．確認の内容  

（１）ゲノム編集技術により得られた生物の名称  

 低アミロースジャガイモ 
（系統名 Solanum tuberosum disrupted-GBSSI-F1-#3, #52） 

 

（２）使用等の内容 

 ゲノム編集技術により得られた低アミロースジャガイモの野外栽培での

検証（限定されたほ場による栽培等） 

 

（３）遺伝子組換え生物等に該当しないことについて 

 ＜実験計画報告書の案の内容＞ 

➢ アグロバクテリウムにより導入した人工ヌクレアーゼ遺伝子は、ゲ

ノム編集個体を得るための交配により遺伝的に除去されている。  

➢ ゲノム編集技術により得られた生物について、k-mer 法により、外

来遺伝子が残存していないことを確認した。  

 

当該生物が遺伝子組換え生物等に該当しないことを学識経験者に確認し

た。 

 

（４）形質の変化の確認 

＜実験計画報告書の案の内容＞ 

 
1 学識経験者から実験計画報告書の案について意見を聴取した（令和８年３月 18 日）。なお、学

識経験者から率直な意見を聴取することや会議内容を公開すると法人の研究事業等の適正な遂行

に支障を及ぼす恐れがあることなどから非公開の会議とした。  
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➢ ゲノム編集技術により得られた生物はヘテロなゲノムをもつ４倍体

ジャガイモを交配して得られた系統であるため、一部の系統は親系

統とは異なる形態を示すが、閉鎖系での土壌栽培において塊茎が形

成されることが確認されている。 

➢ 使用した人工ヌクレアーゼは標的 DNA 配列を認識し切断する

CRISPR/Cas9 である。ウェブツール（CRISPRdirect）による Off-

target 検索を行った結果、Off-target 候補配列は確認されなかっ

た。 

 

上記内容が適切であることを学識経識者に確認した。 

  

（５）生物多様性影響が生ずる可能性 

＜実験計画報告書の案の内容＞ 

  ５－１ 競合における優位性 

➢ ジャガイモは侵入性・雑草性が高い作物ではなく、畑地外へ進出し

て繁茂することは想定されない。ゲノム編集技術により競合性に係

る生活サイクル、繁殖様式、形態的、生理的特性を変えることはな

いと考えられ、自然条件で競合性が高まるとは考えられない。 

 

  ５－２ 有害物質の産生性 

➢ アミロースの合成に関わる GBSS1 の破壊によりアミロペクチンの増

加が予想されるが、新たな有害物質が産生されることは報告されて

いない。また、毒性を示す可能性が示唆されているプロティナーゼ

阻害因子、レクチン及び SGA の生合成系についても、デンプン生合

成経路との関わりを示す知見は見受けられず、本ゲノム編集ジャガ

イモにおいてこれら有害物質の産生性が高まることは想定されな

い。 

 

５－３ 交雑性 

➢ 日本国内では、同属の野生植物としてイヌホウズキが自生するが、

ジャガイモとの雑種は得られなかったことが報告されており、その

他に交雑可能な近縁野生植物は国内に存在しない。  

 

  これらのことから、実験計画報告書の案のとおり使用等した場合に

生物多様性影響が生ずる可能性について、競合における優位性、有害

物質の産生性、交雑性に関する記載が適切であることを学識経験者に

確認した。 


